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1．組織の概要

(1)事業所及び代表者氏名

     株式会社 サン
       代表取締役 関口 幸一

(2)所在地
神奈川大和市代官2-6-10

(3)法人設立年月

平成11年11月17日

(4)資本金

1,000万円

(5)事業活動の内容

産業廃棄物収集運搬業（汚泥）・排水槽清掃
排水管清掃・貯水槽清掃・グリストラップ清掃
保守・点検

(6)事業の規模2023年度(2023年10月～2024年9月)

売上高(万円) 44,748
産業廃棄物収集運搬量    1,043.77ｔ

      従業員数(人) 30名

延床面積(㎡) 195.29㎡

(7)環境管理責任者氏名及び担当連絡先
環境管理責任者 岡嶋 智司

担当者 左右田 泰雅・渡辺 純一

連絡先 電話  ：046-201-0807

                          ＦＡＸ ：046-201-0808             
              e-mail：souda@kk-sun.ne.jp
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2．対象範囲

(1)認証・登録対象組織

     本社
       神奈川県大和市代官2-6-10

(2)認証・登録対象活動
本社で行う全ての業務
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3．環境管理体制

                       代表取締役

関口 幸一

                      環境管理責任者
岡嶋 智司

EA21事務局

    田中 多美江

    業務部・工事部 営業部・総務部
部門責任者 経営 企画部 部門責任者

渡辺 純一   左右田 泰雅

役職 責任及び権限

代表取締役社長

1、環境管理責任者の任命
 2、経営における課題とチャンスの明確化
３、環境方針の制定
４、環境経営システムの実施及び管理に必要な資源の準備
５、環境経営システムの定期的見直しの実施
６、社内情報の外部公開可否決定
 7、実施体制を構築する実施体制において、各自の役割、
       責任及び権限を定め全従業員に周知する
 8、環境経営方針、環境経営目標及び環境経営計画の周知

環境管理責任者

１、環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２、社長への環境経営システムの実施状況報告
３、推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
４、それぞれの業務、役割に応じ、必要な教育、訓練を適切に計画、実施
５、関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６、環境関連文書及び記録の作成、整理

ＥＡ２１事務局

１．環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
２、環境目標、環境活動計画書原案の作成
３、環境活動の実績集計
４、環境関連法規等の取りまとめ表作成、管理、遵守評価の実施
５、環境関連の外部コミュニケーションの窓口
６、環境活動レポートの作成

部門責任者
1、環境経営システムの方針、実施計画を自部門で実施、維持、
  継続的改善

2、環境上の緊急事態への準備及び対応

全従業員
1、環境方針の理解と、環境への取組みの重要性を自覚
2、決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動への参加
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4．許可の内容

(1)許可一覧及び取扱品目一覧

産業廃棄物収集運搬業

建物排水管清掃業登録 許可番号 神奈川県 Ｒ2排第4号 有効期限 令和9年 2月 4日

建物飲料水貯水槽清掃業登録 許可番号 神奈川県 11貯 第25号 有効期間 令和11年12月27日

一般建設業 管工事業 許可番号 許可（般-3）第89120号 有効期限 令和8年10月10日

5．車輌等の台数

車種

2
㌧
バ
キ
ュ
ー
ム
車

2
㌧
バ
キ
ュ
ー
ム

ダ
ン
パ
ー
車

3
㌧
バ
キ
ュ
ー
ム
車

3
㌧
バ
キ
ュ
ー
ム

ダ
ン
パ
ー
車

2
㌧
高
圧
洗
浄
車

軽
高
圧
洗
浄
車

工
事
用
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車

営
業
車

台数 3 1 1 1 4 3 1 5
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6．処理方式及び処理工程

排出事業者

清掃及び収集運搬

中間処分場

再生 最終処分
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7．環境方針

【基本理念】

株式会社サンは給排水メンテナンスのプロとして、
「きれい」に清掃、エコドライブを心がけて「安
全」に走行、運搬した廃棄物は処理施設を介し、
100％の「リサイクル処理」を目指し、SDGsを推
進します。

【行動指針】

1. 当社事業の特性を踏まえて、以下の環境活動に
重点的に取組み、継続的な改善を目指していく
事を宣言します。

 ①使用する車両の燃料消費に伴う二酸化炭素
 排出量の削減

 ②事務所内電力と水資源消費の削減

 ③選別強化による廃棄物の削減、再資源化
2. 環境関連法規性や当社が約束したことは遵守し
    ます。
3. この環境方針は全従業員に周知します。

2023年12月26日

代表取締役 関口 倫生
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8．基準年の環境負荷と環境経営目標

※ＣＯ２排出係数は基準年0.398Ｋｇ－ＣＯ２/kWh（2021年2月以降は再エネ電力の利用によりCO2排出係数は0）。
※当社はPRTR法化学物質は扱っていない。

環境目標 項目 

基準年 

（実績） 

年度実績 

年度目標 

年度 

目標 

中期目標 

2022 年度 

（通年） 

2023 年度 

（通年） 

2024 年度 

（通年） 

2025 年度 2026 年度 

22/10～

23/9 

23/10～ 

24/9 

2023年度比 

0.2％削減 

2023年度比 

04％削減 

2023年度比 

0.5％削減 

１．二酸化炭素 

排出量削減 

ＣＯ２総量 

Ｋｇ－ＣＯ２ 
120,149 

123,199 

119,908 
122,953 122,706 122,583 

①電力使用量の削減 

電力使用量 

Ｋｗｈ 
17,273 

17,563 

17,238 
17,528 17,493 17,475 

ＣＯ２ 

Ｋｇ－ＣＯ２ 
0 0 0 0 0 

②燃料(ガソリン) 

使用量の削減 

ガソリン使用量

（Ｌ） 
12,607 

11,908 

12,582 
11,884 11,860 11,848 

Ｋｇ－ＣＯ２ 29,248 
27,627 

29,190 
27,572 27,516 27,489 

③燃料(軽油) 

使用量の削減 

軽油使用量

（Ｌ） 
34,625 

36,509 

34,556 
36,436 36,363 36,326 

ＣＯ２ 

Ｋｇ－ＣＯ２ 
89,333 

94,193 

89,154 
94,005 93,816 93,722 

④燃料（ガス） 

使用量の削減 

ガス使用量 

（kg） 
522.90 

459.73 

521.85 
458.81 457.89 457.43 

CO2 

Kg―CO2 
1,569 

1,379 

1,566 
1,376 1,373 1,372 

2．作業車（軽油） 

の燃費向上 

燃費 

(Km/ℓ) 
5.63 

5.68 

5.64 
5.69 5.70 5.71 

3．作業車（ｶﾞｿﾘﾝ） 

の燃費向上 

燃費 

(Km/ℓ) 
8.71 

8.70 

8.73 
8.71 8.73 8.74 

4．一般廃棄物 

排出量の削減 

一般廃棄物 

排出量（L） 
5,085 

5,310 

5,075 
5,299 5,289 5,283 

5. 産業廃棄物 

排出量の削減 

産業廃棄物 

排出量（kg） 
1,180 

610 

1,178 
609 608 607 

6．水使用量の削減 
水使用量 

（㎥） 
464 

425 

463 
424 423 423 
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9．環境経営計画の内容、環境経営計画に基づき

  実施した取組内容
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9．環境経営計画の内容、環境経営計画に基づき実施した取組内容
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10．環境経営計画、環境経営目標の実績、

取組結果とその評価及び次年度の取組内容

環境活動計画

取組結果とその評価（２０２３年１０月～２０２４年９月）

環境目
標

0.2％削
減

実績 達成区分 評価及び次年度の取組内容

１．CＯ2削減
119,909

kg-co2

123,199
kg-co2

+3,290kg-co2

●一人一人の意識改革が必要

●CO2排出0の電力に切り替え

①電力使用量削減

・エアコンの温度管理
・照明やOA機器消灯の徹底

17,238

kWh

17,563

kWh

+325kWh
●設備投資による省エネ化

・遮光フィルム,サーキュレーター

●使用箇所の消灯徹底

・社報、SNS、動画等情報共有

●空調利用管理の徹底

②燃料(ガソリン)使用量削減

・車両の点検整備の徹底
・エコドライブの徹底

12,582 
Ｌ

11,908

Ｌ -674L

●エコドライブの徹底

・社報、SNS、動画等情報共有

●適正な車両の整備

・日常点検

●低公害車両の導入

③燃料(軽油)使用量削減

・車両の点検整備の徹底

・エコドライブの徹底

34,556
Ｌ 36,509 Ｌ +1,953L

●エコドライブの徹底

・社報、SNS、動画等情報共有

●適正な車両の整備

・日常点検

●低公害車両の導入

④燃料(ガス)使用量削減
521.85

Kg

459.73

Kg

-62.12kg
●給湯の適切な使用徹底

・社報、SNS、動画等情報共有

●洗浄方法の再変更

・洗濯機給湯利用再変更後の計測

２．一般廃棄物排出量削減

・廃棄物分別の徹底
・排出量の測定

5,075

L

5,310

L

+235L ●分別の徹底

●電子化によるペーパレス化

●廃棄物排出量の測定

3．産業廃棄物排出量削減

・廃棄物分別の徹底
・排出量の測定

1,178

kg

610

kg

-568kg

●法規制対策への取組み

・契約書整備、啓蒙発信

●廃棄物排出量の測定

●社内から出る産廃は買取業者など  

    に依頼し、リサイクルする。

●道具班を中心に工具などの耐用年 

    数を管理し、長く使う。

●道具使用マニュアルを作成する。

4．水使用量削減

・節水意識の喚起

・節水表示板の設置

463.00

L

425.00

L

-38L ●節水意識の喚起

・社報、SNS、動画等情報共有

●洗浄方法の検討

5．作業車（ガソリン）の燃費

向上

・燃費計測

8.73

Km/L

8.70

Km/L

-0.03Km/L
●燃料及び走行距離の計測。

●計測方法の修正

●燃費向上に向けて取組む。

6．作業車（軽油）の燃費向上

・燃費計測
5.64

Km/L

5.68

Km/L

+0.04Km/L
●燃料及び走行距離の計測。

●計測方法の修正

●燃費向上に向けて取組む。
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11．電力使用量・燃料使用量による二酸化炭排出量
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電力のグラフ
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  LPガスのグラフ

12．軽油のグラフ
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13．ガソリンのグラフ

    水のグラフ



14．環境関連法規等の遵守状況の確認及び

評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。

適用環境関連法規等 適用される事項（施設、物質、事業活動等） 確認 確認日

廃棄物処理法
（適正処理）

一般廃棄物及び産業廃棄物の適正処理
産業廃棄物管理票（マニュフェスト）の交付及び５年間の保管
管理表交付状況報告書を毎年６月に知事に報告

○ 10月1日

廃棄物処理法
(収集運搬)

運搬を終了したときに交付された管理票に、氏名又は名称運搬担当者
名・運搬終了年月日を記載し、運搬を終了した日から10日以内に、管理
票交付者に管理票の写しを交付する。
処分を委託された者があるときは、処分を委託された者に管理票を回付
する。B1票及び処分を委託された者から送付されたC2票を5年間保存す
る。

○ 2月24日

電子マニフェスト

電子情報処理組織を使用し、情報処理センターを経由して当該産業廃棄
物の運搬又は処分が終了した旨を報告することを求め、かつ、環境省令
で定めるところにより、当該委託に係る産業廃棄物を引き渡した後環境
省令で定める期間内に、電子情報処理組織を使用して、当該委託に係る
産業廃棄物の種類及び数量、運搬又は処分を受託した者の氏名又は名称
その他環境省令で定める事項を情報処理センターに登録しなければなら
ない。

○ 2月24日

自動車NOX・PM法 使用車両の窒素酸化物排出基準、粒子状物質は排出基準に適合車の使用 ○ 10月1日

家電リサイクル法 特定家庭用機器の適正処理 － 10月1日

小型家電リサイクル法 使用済み小型電子機器の適正処理 － 10月1日

自動車リサイクル法 使用済み自動車をリサイクル法に基づき適正処理 － 10月1日

フロン排出抑制法 3ヶ月に1度、定期簡易点検を実施 ◯ 12月23日

神奈川県生活環境の保全
等に関する条例

指定事業所における公害・悪臭・水質汚濁・騒音・振動の防止、規制基
準・測定記録保存、環境への負荷の低減、温室効果ガス排出の抑制、環
境の保全に係る組織体制の確立

○ 10月1日

※－取組期間中非該当
環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反及び訴訟は
ありませんでした。また、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

承認 確認者

関口 岡嶋
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15．代表者による全体の評価と見直しの結果

見直し実施年月日:2024年12月23日（月）

1、電気量削減
昨季を上回る電力消費となった。特に3月より昨季を上回る電力消費量が7ヶ月続いた。事

務所のエアコンを昼過ぎから稼働させ、ゆっくり室温を管理する、トイレの蓋を閉めるなど
の対策を講じ、一定改善はされたが、昨対を下回るには至らなかった。電力によるCO2排出
量は0だが、温暖化が進めば今後も春秋は短くなる。意識改革の必要性を感じた。

2、ガソリン・軽油使用量削減
全体的に軽油の使用が足を引っ張る結果になった。特に、1月から6月は連続で昨対を上回る燃料
消費を記録した。夏場のサンシェード利用など、対策を講じたが、昨対を下回らなかった。業績が上
がったことによる、燃料消費の増加の影響は当然あるが、他の対策を打つなど意識改革の必要性を
実感する結果になった。一方で、ガソリンは3ヶ月連続超過の月もなく、非常に良い結果となった。全
体通じ、引き続き車両の入替え含め対策を講じていく。

3、LPG使用量削減
昨年より使用量を削減することができた。昨年とは異なる3月からの4ヶ月間、使用量が昨季を上
回ったが、温度設定を常時固定にしたことにより、以降使用量超過は見受けられなかった。夏場は給
湯オフにするなど、昨季講じた対策を見直しを行うなど、とても良い取り組みができた。

4、水使用量削減
今期も削減できた。洗濯物のまとめ洗いなど意識向上による成果。継続して計測を行う。

5、一般廃棄物排出量削減
今まで改善の必要のない項目だったが、昨季を上回る結果となった。社内の配置転換に伴う、事務
所の席の移動など、廃棄物が出る機会が例年に比べて少々多かったように思う。次年度、使用量削
減に向けてしっかりと対策を行なっていく。

6、産業廃棄物排出量削減
昨季と比較して排出量は削減した。買取業者に引き取って頂くなど対策を講じて昨季より改善が見
受けられた。コンプライアンス遵守の観点についてさらに改善の向けて電子契約システムの導入を行
うなど、見直していく

全体（CO2排出量削減）
各種エネルギー使用が昨対より増加し、CO2排出量を達成できなかった。かねてから課題となってい
た電力、軽油の改善は必須。 そのためにもエコアクションの取り組みについて、再度意識改善の必要
性が感じられた。
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